
　
　
執
筆
者
紹
介

山
田
和
人
…
・
本
学
助
教
授

加
美
　
宏
：
…
・
本
学
教
授

藤
井
涼
子
…
…
本
学
嘱
託
講
師

林
　
翠
芳
…
…
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程

平
　
弥
悠
紀
…
…
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程

戸
田
綾
子
…
…
本
学
嘱
託
講
師

編
集
後
記

　
「
見
れ
る
」
「
出
れ
る
」
の
よ
う
な
〈
ら
抜
き
一
言
葉
〉
、
文
節
末
を
上
げ
て
伸

ば
す
「
そ
れ
で
エ
、
わ
た
し
わ
ア
」
の
よ
う
な
話
し
方
な
ど
が
、
公
式
に
問
題

に
な
っ
た
。
昨
年
六
月
、
第
十
九
期
国
語
審
議
会
が
最
終
報
告
の
中
で
、
現
代

日
本
語
に
関
す
る
検
討
課
題
と
し
て
次
期
に
申
し
送
っ
た
事
項
で
あ
る
。

　
戦
後
問
も
な
い
一
九
五
二
年
に
審
議
会
が
、
「
あ
な
た
」
を
対
称
の
代
名
詞

と
し
て
広
く
使
う
こ
と
や
形
容
詞
十
「
で
す
」
の
使
用
を
認
め
る
こ
と
な
ど
を

含
む
「
こ
れ
か
ら
の
敬
語
」
を
議
決
し
て
文
部
大
臣
に
建
議
し
た
。
そ
れ
か
ら

四
十
年
余
が
経
過
し
て
、
日
本
語
の
変
化
の
流
れ
に
ま
た
一
つ
の
区
切
り
を
つ

け
る
べ
き
時
の
到
来
し
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
本
号
に
は
、
加
美
宏
教
授
・
山
田
和
人
助
教
授
の
論
文
と
日
本
語
学
の
四
論

文
に
加
え
て
、
翻
刻
一
篇
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
九
五
四
年
に
創
設
さ

れ
た
同
志
社
大
学
国
文
学
専
攻
は
、
本
年
、
人
に
警
え
れ
ば
不
惑
と
な
っ
た
。

先
賢
の
言
の
如
く
「
不
惑
」
の
道
を
歩
み
、
さ
ら
に
「
知
天
命
」
に
進
む
こ
と

を
期
し
た
い
。
次
号
は
、
そ
の
四
十
年
記
念
号
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
玉
村
文
郎
）



　
同
志
社
国
文
学

一
九
九
四
年
三
月
一
五
日

一
九
九
四
年
三
月
二
〇
日

印
刷

発
行

第
四
十
号

編
集
　
玉
　
村
　
文
　
郎

発
行
　
同
志
杜
大
学
国
文
学
会

一
代
表
一
加
　
美
　
　
　
宏

　
京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
東
入

　
　
　
　
振
替
　
京
都
九
－
二
七
三
七

印
刷
所
　
共
同
印
刷
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
京
都
市
右
京
区
西
院
久
田
町




